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卓 話 
平成 22 年 2 月 2 日 

『ロータリー財団について』 

地区ロータリー財団委員会 

近藤登志満様 
 
 
 
 
 
ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓吹し、 
これを育成し、特に次の項目を鼓吹、育成することにある。 
第 1 奉仕の機会として知り合いを広めること。 
第2 事業および専門職務の道徳的水準を高めること。あらゆる有用な業務は尊重されるべきであ

るという認識を深めること。そしてロータリアン各自が業務を通じて社会に奉仕するために、

その業務を品位あらしめること。 
第3 ロータリアンのすべてが、その個人生活、事業生活および社会生活に常に奉仕の理想を適用

すること。 
第4 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携わる人の世界的親交によって、国際間の理解と

親善と平和を推進すること（ＲＩ定款第 4 条、標準クラブ定款第 4 条）。 
 
 
 
 
ロータリー財団の使命は「ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済

することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすること。」と決定された。 
 
ロータリー財団の標語「世界でよいことをしよう」 
 
 
 
 
1. 教育的プログラム 

国際親善奨学金プログラム、国際問題研究のためのロータリー・センタープログラム、 
大学教員のためのロータリー補助金プログラム、研究グループ交換（GSE）プログラム 

 
2. 人道的補助金プログラム 

地区補助金、ボランティア奉仕活動補助金、マッチング・グラント、3-H 補助金 
（3-H とは、Health 保健、Hunger 飢餓、and Humanity 人間尊重） 

 
3. ポリオ・プラス・プログラム 

ロータリーの綱領 

ロータリー財団の使命 

ロータリー財団のプログラム


